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北海道中部・南東部におけるノゴマとコルリの生息状況   

藤巻 裕蔵l   
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要  約  

1976㌧1998年の4月下旬、6月下旬（島株高地では7月下旬）に北海道中部・南東部の  

調査路506か所でノブマとこJルりの生息状況を調べた。ノゴマの生息環境はおもにハイマ  

ツ林と平野部の河川敷であったが，コルリのおもな生息環境は森林で，ニれら2種の分布  

は重ならなかった。ノゴマの出現率は，ハイマツ林で20％，河Jrl敷で74％と高かったが，  

その他のタイプの森林で0～10％，農耕地・林で19％，農耕地で別％，住宅地で‖％と低  

かったご＝ コルリの山現車は常緑針葉樹林，針広混交林，薄儀広葉樹林で66＼76％であった  

が，森林のなかでもカラマツ人工林で37％，農排他・林で37％，農耕地で14％，河川敷で  

16％，住宅地で6％と低かった。垂直分布では，ノゴマはおもに標高200m以下と801m以  

上，コルリはおもに標高201㌧80ユn】に生息し，両種の分布の類似性は非常に低かった。調  

査路2klllあたりの観察個体数（平均値⊥SI））は，ノゴマではハイマソ林3．2±3．6羽，剛Il  

敷1．計±2．1羽で，森林では全般に少なかった。これに対し，コルリの調査路2klllあたりの  

観察個体数は，常緑針葉樹林1．7±2＿3羽，針広混交林1．9±1．7羽，落葉広薬樹林1．6±1．8乳  

カラ7ツ人工林で0．4士0．8羽で，それ以外の環境では全体に少なかった。  

キーワード：ノゴマ，コルリ，北海道，分布，生息環境  

日本で記録されている山Ⅲ前厄属には4種おり，   u本点字会目録編集委員会1997）。北海道では前  

このうちノゴマム那dm厄山元娩ゆとコルリエ．q化け柁は  2種が普通に見られるが，いずれも夏鳥で，ノゴマ  

夏鳥で，シマゴマ⊥．引地〟の里はまれな鼠島，オガワ  は5月上・中旬に，コルリは4月下旬一、－5月上旬に  

コマドリ⊥．∫7ノgr才c〟は迷鳥である（日本鳥学会1974，   渡来し，両種とも9月末、10月上旬までには北i毎道  
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調査でほ，夜明けから8時ころまでの聞に調査路  

を約2klll／時で歩きながら片側5（如1，計100mの暗  

に出現するノゴマとコルリの個体数を数えた。同じ  

詞饗滞で2回以上調香した場合には，個体数の多い  

方をその調香路の結果とした。また，観察幅外で観  

察きれた場合には，個体数には含めな′かったが，そ  

の調査路のある医師二生息するセした。   

調香路の環境をハイマツ林，常緑針葉樹林（常緑  

針葉樹の人工掛も含む），針広混交林，落葉広葉樹  

林，カラマツ人工林．農耕地・林〔観寮終ぞいの濁  

境の20％以上が1～2列の防風林以外の林の場合），  

農耕地，河川敷（一部に林がある調査地もある、），  

住宅地（観察路沿いに公園などの緑地がある場合も  

ある）の9つに区分した。生息環境別・標高別の組  

合せによる各項目ごとに，調査路聡数に対するノゴ  

マとコルリが出現Lた調査路数の割合をぎ分準で示  

Lたものを，それぞれの種の出規率とした。  

結  果  

1．分布   

ノゴマはおもに平野部と山地の一書艮に分布、してい  

るが（Fig．1），コルリはおもにL】憫郡に分布して  

いる（Rg，2）。調査路5髄か所のうち，ノゴマが観  

察されたのは糾か所（19％），コルリが観察きれた  

のは215か所（42矧）で，後者め観寮された調査路  

数の方が多かった（FLshel・の正確確率検産†P＜  

0．01．両側検定）。また．ノゴマだけが観察された  

のは70か所（14鋸，コルリだけが観察されキのは  

191か所（38％）．2種がともに観察されたのは24か  

所（5％）で，両種がともに観察された調登絡ほ非  

常に少なかった。なお，前述のように調査所尚中に  

ダム湖の出現などの環境変化があった区画がある  

が，その区画全域の環境が変化した例はないので，  

lTig．1，2に示した分布の作成にあたっては調査期  

間中の環境変化を考慮していな．い。   

生息喋壌別にノゴマの出現率をみると，森林では  

ハイマツ林で20％であったが，その他のタイプの森  

林では0～10％と低く，農耕地t林と農耕地で19，  
封鞄とやや高くなり，住宅地でも11％でパ柳Il敦で  

は74％と高かった（Tablビ1）ゥ これらの環湧瀾の出  

演率の違いほ有意であった（ポ殊産，㌢＝115，0鋸，  

【lr＝S，P＜0．01）。ノゴマが住宅地でも観察された  

から渡表する（藤巻1998）。北海道でノゴマは平野  

部の潅木草原と高山帯のハイマツ常に生息するのに  

対し．コルリは森林に生息し，これら2擾の生態分  

布は比較的はっきりわかれていることは経験的に知  

られている（藤巻■橋本1987，藤巻1粥8）。、しかし，  

様々の環填でこれら両種の生息状況がどのように異  
なるのかについて定量的な研究は行われていない。   

生息状況に関する定量的なデータは，それぞれ、の  

種にとってどのような環境が重要かを判断するのに  

欠かせないものである。この論文では，北海道中  

郡・南東部の広い範囲にわたり，繁殖期における′ノ  

ゴマとコルリのエ祝5Ci調由属2種の生息状粗にづいて  

調べ，分布を明らかにするとともに，生息環境の蒋  

徴を量的に示した。  

調査地および調査方法   

調査地は十勝地方と釧路地方を中心に，胆振地方  

北東部巨石狩地方東弘 日高地方北部，空知地方商  

弘 上川地方雨靴網走地方南部で1標高では海岸  
部かち篠高t，房00nlまでの範囲であるむ空知地方南  

東部と上川地方商都は夕張山粗 目高地方と十勝地  

方の境界部は日高111系，十勝地方北部とヒ川地力南  

東絡は大雪【11系，釧路地方北瓢は雌阿寒岳をどの山  

軋十勝地方と釧路地方の境界弥は琴高の低い白糠  
丘陵である′。それ以外は平野部である。山地はおも  

に森林で，上述の山系の山頂付近はハイマツ林など  

の高山植生である。平野部の大部分は都市や農杵地  
となっているが，公園，神社や寺の境内，農耕地内  

残存林，防風林などまとまって樹木のある部分があ  

る。   
5ガ分の1の地形図を縦横それぞれ4区分した！兎  

画て約5〉く5kl11）を設達し，このうち448k引噺で調査  

した。名区画に2b11の調査路を】か所設けたが，同  

じ区画に森林と農耕地といった異なる環境がある囁  
糾こは，それぞれの環境に調査路を1か所づつ設け  

た療合がみるので，全調査路数は506である。調査  

は，1976、1998年の4月下旬へ6月下旬（ただし，  
高検高地では7月下旬まで）に行った。調査期間は  

長期にわたっているが，この臥都市周辺で住宅地  

が広がったこと，山間部にダム湖ができたこと，幼  

齢人工林の樹木が高くなったこと以外に，著しい環  

境変化はなかった。  

－62－   



ノコ一てとコルリの生息状況  

．●てL  へ 
。、、  

00●00 ’  ）  

D ⊂       0  

0
0
 
 

′
－
・
ノ
 
0
0
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
C
 
 

ノ
 

0
0
 
 0
 
 

1
＼
ノ
 
 

○⊂）0  ．′㍗‾、  

／〕0  1h－、＿ノ 00  
0
0
0
り
 
 

ー
＼
し
O
D
 
 
√
r
 
 

′（プ0  

ノ′ 0  

・ 
000 ＼●00   

ぅう0  
。   ノ  
00  

01 
0  

（⊃  
・・   ●  
d  

00  
0く⊃  
0  

00 

00 00  
●●00  

。。00  
00C0000（｝ノ  

0
0
 
 

0
0
0
 
 

0
 
0
0
0
●
D
●
 
 

0
0
0
0
0
 
 
 

0
0
●
●
0
0
P
．
●
 
 

．
。
 
■
・
、
〇
〇
．
、
■
t
C
 
 

0
0
0
0
0
●
0
 
 

0
0
 
 
0
 
0
 
 

0
●
0
0
 
0
●
O
 
 

D
O
O
 
O
 
 

0
 
0
0
0
0
 
 
 

0
 
 
、
′
．
 
 
 

ノ
ー
ー
′
■
、
 
 

●
 
 0

 
 

0
0
●
●
●
○
●
 
 
 

0
0
0
0
●
●
 
 

0
0
 
 

0
0
 
 

0
 
 
 

0
0
 
 

C
O
C
 
 

O
 
 

O
 
 

㌣
b
●
＼
 
 

0
0
0
0
0
 
 

0
0
 
 

0
 
 
 

0
0
0
 
 

0
 
 

0
0
●
 
 

●
0
●
 
 

●
0
●
 
 ●●†、 、  

；；；：；i ． ●0●●0000  0 G／   0 0 ‘■ 00●●0●●UUUU （⊃i●呂○。．‡：看吉8呂8  
OC ●、－，0 00● ●0〔）00   

■0 00  0000   

■000000 00  
0、． 

0（γ  

〔璃  
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のは，都市郊外の住宅地で周辺にまだ空き地が残っ  

ており．そこに潅木草原に似た環境がある場合であ  

った。   

コルリの出現率應常緑針葉樹林，針広混交林，落  

葉広葉樹林で高く，66～76％であったが，森林のな  

かでもカラマツ人工林では37％lハイマツ林で20％  

と低くなった。出現率は農耕地一林では37％で，カ  

ラマツ人工林と同じであったが，抑Il敷と農耕地で  

は軋14％でト住宅地で6％で，森林のない環境で  

出現率は低かった（Tablぐ2）。これらの環境問の出  

硯牢の遠いは有意であった（ズ2検定，ガg＝162．6乳  

（1r＝8．P＜0．01）脅河川敷や住宅地でコルリが観察  

されたのは，ある程度まとまった林が近くにある場  

合であったし，   

2燈の分布の類似性を示すDaglleli¢掴62）の点  

相関係数川、林1995）は，ハイマツ林では0．2弧 針  

広混交林で－0．102，落葉広葉樹林で8．．00ヨ，農排  

地・林で一0．103，農株地で0．017で，ハイマツ林  

以外では非常に小きな惰れ またはマイナスの値を  
とった。ハイマツ林以外の森林ではノゴマとコルリ  

TabJel，Occumnc8rateS（（NoLOftransectsofoccurrence／No・Oftransectssurveyed）×100）ofLusciniacanhPe  

andnumberoftransccts畠uⅣeyd（figures［nParenthestis）jndifferenthabitatsaJldaIthdesinc8ntraJand  
south88眉t8mHokk由doduljng†g76－19如．  
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ノゴマとコルリの牡息状況  

の出現率に人きな違いがあったので，これらの4タ  

イプの森林をまとめ「森林」とすると，森林におけ  

るこの係数は0．025であった。このように，2種  

の分布の類似性はハイマツ林でやや認められたが，  

それ以外の環境では非常に小さく，生態分布ではか  

なりはっきりと分かれていることを示しているl，   

2種の出現率lまいずれも森林と潅木草原や農耕地  

のような開けた環境との間でかなり異なっていたの  
で，標高別の出現率の比較では，ハイマツ林以外の  

森林を「高木林型」，これらの森林と住宅地を除く  

4環境を「潅木草原型1とした。高木林型環境にお  

けるノゴマの出現率は600】Ⅵ以下では1～4％と低  

く，601～8〔沿111で32％，邑0ト′1，0（氾111で49％，1，000111  

以上で67％と標高が高くなるにしたがって有意に高  

くなった（∬2検定，が＝54．9糾，（1f＝4，P＜0．01）。  

コルリの出硯率は200111以Fで53％，201、400111で  

69％，401～60011〕で89％，601、800川で74％，801  

へ1、0〔10111で71％，1．001111以上で30％で，標高別に  

有意に異なっていたが（ズZ＝ユ9．481，df＝4，P＜  

0．01），株高401、1．00mllで出現率が高くなっていた  

点はノゴマと異なっていた。潅水草原塑環境におけ  

るノゴマの出現率は，200111以Fで33％，201、400】11  

で15％であったが，401、属00nlでは0％で，1、000111  

以上で8t）％と高くなり，この標高別の出現率の遠い  

は有意であった（が＝9．720．（1r＝3，P＝0．021〕し÷  

コルリの出現率ほ13・－50％の範囲で，療高別に有意  

な違いは認められなかった（ズヱこ3．872，し汀＝3，  

P＞0．05）。   

次に住宅地も含め，全体の環境をまとめて標高別  

の出現率をみると，ノゴマでは200111以F◆と抑1m以  

上で出規率が24～73％と有意に高かったのに対し  

（ズ2＝45，984，d】L＝4，fく0＿01），コルリでは20ト  

800mで69～89％と有意に高くなり（ズ2二79．071，  

df＝5．P＜P．01）対照的な垂直分布の遠いが見ら  

れた（Fig．3）。   

2．生息数   

ノゴマの2klllあたりの、I笑均観察個体数（土Sl）．  

以下同様）は，ハイマツ林で3．2土3．6羽（n＝1（））  

ともっとも多く，次いで抑Il敷の1．8土2．1羽 い1  

31）であった。森林では全般に少なく，壷＝去混交林  

で0，1土0．d羽（11＝106）．落葉広葉樹林で0．04±0．33  

羽（n＝85），常緑針葉樹林とカラマツ林では観棄  

帯内で記録できなかった。森林以外では，農耕地・  

林で0．2士0．8羽（】1＝101），農耕地で0．3土0＿6羽   

（11＝125）であったが，住宅地では観察帯内の記崩  

は得られなかった。これら9環境の聞での平均観察  

個体数の叢は有意であった（KmskaLWallisの検定，  

H＝141．611，P＞0．05）。  

コルリの2kl－痛たりゐ観察個体数ほ森林で多く，  

常緑針葉樹林で1．7±2．3羽（lュ＝11），針広混交林で   

1．9士1．7羽（11＝106），落葉広葉樹林で1．8士1．8羽   

（11＝8引，カラマツ林で0．4±0．a羽（n＝19）であっ  

た。これら以外の環境では全体に少なく，ハイマソ  

林で0．2±0．4羽（n＝1〔）），農排地・林で0．4±0．2羽   

（Il＝101）で．農耕地と住宅地では0．1羽以下であっ  

た。ノゴマの場合と同様に，これら9環痍の間での  

平均観察個体数の差ほ有意であった〔H＝171．881．   

pく0．01）。  

観察個体数は，ノゴマが森林より潅木草原や農耕  

地■林のような開けた環境で多いのに対し．コルリ  

はハイマツ林とカラマツ人l二林以外の森林の万で多  

く，出現率と同様の傾向を示した。  

考  察  

ノゴマの出現率は抑Il敷のような潅木草原がある  

環境やハイマツ林で高く，農耕地・林や農耕地で低  

くなり，森林ではさらに低くなった。また，生息数  

も同様の傾向を示した。これらのことは，ノゴマが  

潅木草原のように丈の低い植被のある環境を好むこ  

とを示している。農耕地や農耕地・林では，植被は  

全般に少なく，ノゴマはおもに低木がある程度まと  

まってあるところヤその周辺に嘆息するため，出現  

率が低くなると考えられる。高木林塑の環境では，  

ノブマの出硯率は低くかったが，商標高になるにし  

たがって出現率が高くなる傾向があった。これは，  

森林帯では標高が高くなるのにしたがってタカネナ  
ナカマドのような低木が混交するようになるため高  

木が全体に疎になると同時に樹高が低くなるからで  
あろう。清僚（1965）は，ノゴマは「大雪山では標  

高1，800】l】以上の山頂近くのハイマツ苛だけに生息  

L」としているが，上述のように森林帯でも生息し  

ており，高標高では出現率も決して低くはない。  

ノゴマの垂直分布をみると，おもに200111以下と   

併仁   
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つある。ノゴマは農耕地や農跡地・林にも生息して   

いるが，出現率，生息数ともに少なく，ノゴマにと   

っては代替えの環境で．必ずしもよい生息環境とは   

言えないであろう（，そのため，平野詔では河川敷が   

ノゴマの好適な生息場所として唯→残された環境   
で，その保全は非常に重要である。  
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801111以上に生息しでおり，中間部が抜けたような  

分布をしている。これは，中間部がおもに濁水林で  

あるためである。   

このようなノゴマの生息状況に対し，コルリほ森  

林で出現率が高く，農耕軋農耕地・林、，住宅地で  

は低くかった。生息数も森林で嬢他の環頓における  

よりモ多く，同じ矧占Jを示した。また，出硯率を農耕  

地と鹿耕地・林の間で比べると．ノゴマではあまり  

差が認められれなかったが，コルリでは農耕地・林  

で高かった。これらのことは，コルリは森林を好む  

ことを示している。このように，両種の生息環境ほ  

はっきりこ異なっており。このことが2種の分布の類  

似性が低かったことに表れでいる。ただし，コルリ  

は森林のうちでもカラマツ人工林では少なかった。  

一億に成林Lたカラマツ人工林では樹冠がうっ関す  

るために林床植生が少ない。そのため，地上営巣性  

で林床植物の密な環境をこのむコルり（Ausljn＆  

K11l－（）da1953〕にとって，カラマツ人1二林は生息に  

不適であると考えられる〔 

なお，Braztl（1991）は′，コルリは北海道の森林  

では「lessぐ珊1n】く1n」であるとしているが，今回の  

調査結果をみるかぎりでは，森林ではごく普通の種  

であると言える。   
コルリの垂直分布をふる七，高木型環境ではおも  

に標高川仰111以下．全体ではおもに劫ト8㈲111に生  

息しており，ノゴマの垂直分布とは非常に異なって  

いるl，このような2種功垂直分布の遅いは，おもに  

森林の垂直分布を反映したものであると同時に，コ  

ルリは森林でも高標高でほ少なくなることによると  

思われる＝   

以ヒに選べたように，北海道でノゴマのおもな生  

息堵境は古株高のハイマツ勝と平野部の潅木葦原で  

あり，コルリのおもな生息環境は標高1，0仲Ill以下  

の森林帯で，2ニ種の生息環境にははっきりLた遠い  

がみられた。このような生息環境の特徴からみると，  

森林は北海道の約70％を占めており，そのうち天然  

林が66％を占めているので（北海遺1鮨軋 コル  
リの主家な生息現墳が急速になくなるようなことは  
ないであろう。・方，平野部でメゴマの主要な生息  

環境となってい、る潅木草原はおもに河川敷にある。  

しかし，この環境は河川攻略農耕地や運動施設の  

ために減少しており．とくに都市周辺では消失しつ  
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